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農家聞き取り調査より（一部抜粋） 

米  後継者不足 米の値段が安くなっている  

６次産業化が難しい 

大豆 生産量が足りてない 耕作地が限られている 

87.5

3.4

3.4

1.1

2.0

14.4

ＪＡ

地元スーパー等に卸売

道の駅で直販

給食へ提供

自宅前で販売

その他

販路(%)

知っており

関心あり

13.6

知っているが

関係なし

48.2

初めて聞いた

38.2

６次産業化の取組への認知(％)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県立浜坂高等学校 

チャンスがあれ

ば取組たい

11.5

もう少し説明を

聞きたい

19.4

関心はあるが取

り組みは困難

59.0

その他

10.1

６次化への取組意欲(％)

実施済み

1.7 検討中

9.0

関心なし

48.9
判らない

40.4

新商品開発(％)

浜坂高校発「新温泉町産業ビジョン」 

年齢別農業者人口

２０１０年
農林業センサス統計より
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２０１５年
農林業センサス統計より
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60歳以上
約200人の減少

Ⅳ まとめ

雇用拡大 収入の安定

生活のゆとり

人口の減少を抑制、そして増加へ…

そこで、私たちは考えた

米を生産

加工して販売

新温泉町ＰＲ

6次産業化

の推進

加工場所
（例）公民館

自家消費程度

48.0
第２種兼業

46.9

第１種兼業

2.7

専業

2.3

営農状況(％)

6.4

15.3

5.1

12.8

1.9

10.5

5.1

62.9

7.7

8.3

どうすればよいかわからない

グループ化が困難

相談相手がわからない

資金面

製造業などの協力先が不明

リスクを負いたくない

申請が面倒

現状で手一杯

その他

特に支障はない

取組に対する支障(％)

6.4
14.4

9.1
5.1
5.1

1.6
25.4

7.0
3.7

86.9

その他

さんしょ

ピーマン

キャベツ

白ネギ

夏大根

美方大納言小豆

大豆

そば

米

作付(％)

兵庫県立大学経営学部池田教授の指導・助言を受け、新温泉町の６次産業化に 

ついて、私たちは、３班に分かれてそれぞれテーマを設定し探求活動を行いま 

した。農家の方々への聞き取り調査やアンケートを実施し、その結果を通して 

課題を明らかにし、新温泉町の実情に合った 6 次産業化のあり方について検討 

を重ねました。１月２２日には、兵庫県立大学の学生の皆さんと共に研究結果を報告しました。掲載のス

ライドは、その時に使用したものです。この取り組みを通して、新温泉町に対する思いがより強くなりま

した。 

兵庫県立浜坂高等学校 

２年Ｃ組 高大連携 

Ⅱ班 

「米を使った６次産業化」 

Ⅰ班 

「ネットで広げる新温泉町」 

Ⅲ班 

「農業から考える過疎回避政策」 

グラフは、兵庫県立大学経営学部池田ゼミ実施の 

アンケート結果からの引用。 

地図 

消費者の声 

生産者の声 

６次産業化により地域活性化を目指す 

実施済み

1.4

検討中

11.2

関心なし

48.7
判らない

38.6

農業法人化(％)


